
●（別表）千葉県災害義援金の対象・配分金額
◇人的被害
▶対象＝令和元年台風第15号、第19号および10月25日の大
雨により、次の被害を受けられた方、またはご遺族。
区　分 説　明 配分金額
死 　 亡 災害弔慰金または千葉県災害見舞金の

死亡者に該当する方 30万円

重 傷 者 災害で１か月以上の治療が必要な負傷
をされた方 15万円

◇住家被害
▶対象＝令和元年台風第15号、第19号および10月25日の大
雨により、住んでいる家屋が次の被害を受けられた世帯主。
被害の状況は「罹災証明書」の記載内容で確認します。
区　分 説　明 配分金額
全　壊 「全壊」と判定された世帯または被災者生

活再建支援制度の「解体」に該当する世帯 30万円

半　壊 「半壊」または「大規模半壊」と判定
された世帯 15万円

床上浸水 床上浸水により「一部損壊」と判定さ
れた世帯 3万円

一部損壊 「一部損壊」と判定された世帯（床上
浸水を除く） 1万円

●認可保育施設受入可能人数（令和２年３月１日現在）

施設名　　　　　　　　 年  齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

白里保育所（公） × × × △ × △
あさひ保育園（民） △ × × × × △
ありんこ親子保育園（民） × × × △ × ×
あひる保育園（民） △ × × × × △
こなか保育園（民） △ × × × × ×
エンジェルハートナーサリー（地） △ × ×
キッズ・らぶ（地） △ × ×
「○」３名以上、「△」１～２名、「×」満員
（公）公立認可保育所、（民）民間認可保育園
（地）地域型保育事業所…０歳児～２歳児を保育する施設
※１．公立保育所は生後６か月後から、民間保育園・地域型保育事業は生後８週後
　　　からとなりますが、お子さんの発育状況等により入所できない場合があります。
※２．表に記載のない市内認可保育施設 ・ 地域型保育事業所については、全年
　　　齢満員です。

　
当
初
予
算
編
成
は
、新
規
事
業

の
抑
制
、経
常
経
費
の
徹
底
し
た

削
減
、既
存
事
業
の
休
廃
止
ま
た

は
縮
小
に
取
り
組
む
一
方
、昨
年

の
台
風
等
に
よ
る
一
連
の
被
害
を

踏
ま
え
、防
災
対
策
に
は
重
点
的

な
予
算
配
分
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、１
４

６
億
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
財
政
調
整
基
金
の

残
高
は
４
・
１
億
円
と
な
り
、今
後

は
、基
金
に
頼
っ
た
財
政
運
営
を
続

け
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
収
支
改
善
に
向
け
た

対
策
を
講
ず
る
こ
と
な
く
、財
政

運
営
を
行
っ
た
場
合
に
は
、近
い
将

来
、赤
字
決
算
に
な
る
こ
と
は
確

実
な
状
況
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
早

急
に
可
能
な
限
り
の
財
政
対
策
を

実
施
し
、財
政
体
質
の
改
善
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
緊

急
的
な
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

し
、持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確

立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

策
定
に
つ
い
て
諮
問
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
現
状
、
課
題
等
に
つ

い
て
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、市
内
３
地
区
に
お
い
て

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開

催
し
、ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
併
せ
て
、
そ
の
骨

子
案
に
つ
い
て
学
識
経
験
者
等
で

構
成
す
る
有
識
者
会
議
で
協
議
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
し
た
農
業
施
設
は
、各
農

家
の
被
害
状
況
を
も
と
に
し
た
補

助
金
の
算
定
結
果
が
ま
と
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
県
へ
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　
南
玉
地
区
で
発
生
し
た
土
砂
崩

れ
は
、請
負
業
者
と
の
間
で
土
砂

撤
去
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

し
た
。
今
後
も
、
情
報
の
収
集
や

状
況
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、状

況
が
変
化
し
た
場
合
に
は
、
直
ち

に
対
策
本
部
を
設
置
し
、「
大
網

白
里
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」に
準
じ
て
必
要

な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
多
種
多
様
な
困
り
ご
と
を
抱
え

た
方
々
に
対
し
、各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
円
滑
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、既
存
の
制
度
や
分
野
を
超

え
た
横
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　
保
健
福
祉
の
関
係
部
署
間
で
相

談
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
が

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
窓
口
と
な

る
よ
う
、今
後
、
相
談
支
援
業
務

の
手
順
書
の
統
一
化
や
部
署
間
連

携
を
推
進
す
る
担
当
職
員
を
配
置

す
る
な
ど
、順
次
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活

を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
に
向
け
、「
障
が
い
者
計

画
」
、「
障
が
い
福
祉
計
画
」
、

「
障
が
い
児
福
祉
計
画
」の
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
１
，１
５
０
人

の
方
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
の

47
・
６
％
、
５
４
７
人
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
策
定
を
進
め
て
い
る「
第
８
期

大
網
白
里
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」は
、市
民
、

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
調
査
結
果
の
集
計
・
分

析
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
白
里
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
は
ま
バ
ス
」
は
、
４
月
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
地
区
内
循
環
ル
ー
ト

に
加
え
、大
網
病
院
や
ア
ミ
リ
ィ
、

大
網
駅
、市
役
所
な
ど
を
経
由
す

る
市
街
地
ル
ー
ト
を
加
え
た
新
た

な
運
行
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団

の
提
案
型
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
２
年
を
か
け
、
さ

ら
な
る
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
第
50
回
山
武
郡
市
民
駅
伝

競
走
大
会
」が
開
催
さ
れ
、本
市

代
表
は
、
見
事
、
総
合
優
勝
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
る
と
と
も
に
、次
期
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け

準
備
を
進
め
ま
す
。

　
大
網
病
院
で
は
収
益
増
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、医
療
の
質
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、人
的
配
置
や

設
備
投
資
等
に
よ
る
経
費
の
増
加

が
避
け
ら
れ
ず
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、こ
れ
ま
で
副
院

長
を
務
め
て
い
た
安
蒜
聡
氏
が
病

院
長
に
就
任
し
、志
村
前
病
院
長

は
、
地
域
医
療
連
携
構
想
・
病
院

経
営
の
改
善
を
担
当
す
る
特
命
院

長
の
職
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
空
調
設
備
は
、先

行
し
て
着
手
し
た
大
網
小
学
校
、

　
下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
強
化

　
大
網
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、１
人
の
地
権
者
が
申
し
立
て

た
再
審
査
請
求
の
審
理
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
に
指
名
さ
れ
た
審
理

員
よ
り
、「
審
理
を
終
結
し
、
３

月
２
日
に
国
土
交
通
省
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
」
旨
の
通
知
が
届
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
国
土
交

通
省
か
ら
裁
決
が
出
さ
れ
た
段
階

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
県
と
十

分
協
議
し
た
上
で
、適
切
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
土
地

区
画
整
理
法
に
基
づ
く
除
却
工
事

等
は
、
適
法
か
つ
正
当
な
実
施
に

つ
い
て
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
10
月
の
大
雨
に
よ
り
延
期

と
な
っ
た
「
大
網
駅
南
地
区
ま
ち

づ
く
り
勉
強
会
」は
、５
月
半
ば

を
目
途
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
住
民
協
働
事
業

は
４
団
体
の
事
業
を
採
択
し
、現

在
、採
択
団
体
と
の
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
第
２
次
大
網
白
里
市
男
女
共
同

参
画
計
画
の
策
定
に
向
け
、20
歳

以
上
の
市
民
１
，
５
０
０
人
、
市

内
事
業
所
３
０
０
件
を
対
象
と
し

て
、男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の

結
果
、
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、政
治

の
分
野
な
ど
に
お
い
て
は
、
依
然

と
し
て
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
識
が
高
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、４

月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
子
育
て
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る「
児
童

館
」
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
、「
学
童
保
育
」
、「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」の
事
業
が
有
機

的
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、複

合
施
設
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
、子
育
て
世
帯
だ
け
で

な
く
、多
く
の
市
民
に
魅
力
を
体

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、創
意
工

夫
あ
る
施
設
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
私
立
季
美
の
森
幼
稚
園
が
、千

葉
県
の
認
可
を
受
け
、本
年
４
月

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
運
営

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、３
歳

児
か
ら
５
歳
児
36
人
分
の
保
育
機

能
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

や
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を

図
る
た
め
、地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、４
月
か
ら
公
共
下

水
道
事
業
、農
業
集
落
排
水
事
業
、

コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事
業
の

３
事
業
を
一
括
し
て
公
営
企
業
化

し
、新
た
に
下
水
道
事
業
と
し
て

運
営
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
会
計
の
導
入
に
よ
り

経
営
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、効

率
的
で
安
定
的
な
事
業
運
営
に
努

め
ま
す
。

　
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、７
月
24
日
か

ら
９
月
６
日
ま
で
の
開
催
期
間
を

中
心
に
、本
市
に
も
国
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
、

お
も
て
な
し
の
心
で
観
光
客
を
お

迎
え
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
訪

問
を
機
に
本
市
の
魅
力
に
触
れ
、

繰
り
返
し
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
の
観
光
地
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、県
補
助
金
を
活
用
し
、

白
里
海
岸
・
小
中
池
公
園
の
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
地
元
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
山

辺
地
区
の
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、

事
業
計
画
が
県
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
土
地
改
良
法
に
基

づ
く
所
定
の
手
続
き
を
進
め
、令

和
３
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
の
採

択
を
目
指
し
ま
す
。

　
主
食
用
米
の
需
要
に
応
じ
た
生

産
を
図
る
た
め
、飼
料
用
米
や
加

工
用
米
等
の
作
付
け
を
推
進
す
る

ほ
か
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
策

と
し
て
、支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
に
対
し
、

県
・
猟
友
会
と
連
携
し
て
効
果
的

な
捕
獲
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ノ

シ
シ
の
す
み
家
と
な
っ
て
い
る
耕

作
放
棄
地
の
刈
り
払
い
を
促
進
す

る
た
め
、地
域
組
織
へ
の
支
援
策

を
講
じ
ま
す
。

瑞
穂
小
学
校
、増
穂
小
学
校
、白

里
小
学
校
の
４
校
で
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

　
残
る
６
校
は
、昨
年
の
台
風
等

に
よ
る
災
害
の
影
響
に
よ
り
、年

度
内
の
工
事
完
了
は
困
難
な
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
十
分
連
携

を
図
り
、今
年
の
夏
に
は
全
小
中

学
校
で
空
調
設
備
が
利
用
で
き
る

よ
う
、取
り
組
み
ま
す
。

　「
総
合
計
画
策
定
市
民
懇
談
会
」

か
ら
、「〝
大
網
白
里
市
の
ま
ち

づ
く
り
〞へ
の
提
案
」
と
し
て
、

市
の
課
題
の
解
決
策
や
、地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
１
回
大
網
白
里
市
総
合
計
画

審
議
会
を
開
催
し
、総
合
計
画
の

　
災
害
救
助
法
の
対
象
と
な
る

方
々
に
対
し
て
、
被
災
住
宅
に
つ

い
て
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
部
分

の
応
急
修
理
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
ま
た
、
災
害
救
助
法
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
々
に
対
し
て
は
、

国
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、修

繕
費
用
が
一
定
の
金
額
を
超
え
る

場
合
に
、そ
の
工
事
費
の
一
部
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
被
災
住
宅
の

補
修
等
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
方
々

へ
の
利
子
補
給
も
、
併
せ
て
申
請

　
昨
年
の
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
、市
と
し
て
対
処
す
べ
き
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
災
害

対
策
庁
内
検
討
会
議
」を
設
置
し
、

検
証
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。現

在
、そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
各
部

会
で
詳
細
な
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、６
月
ご
ろ
ま
で
に
は

最
終
的
に
取
り
ま
と
め
、次
年
度

以
降
の
災
害
対
応
に
役
立
て
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
総
合
防
災
訓
練
や

土
砂
災
害
避
難
訓
練
な
ど
は
、よ

り
一
層
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た

住
民
主
体
の
実
践
的
な
訓
練
と
な

る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の

緊
急
情
報
を
掲
載
し
、市
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、関

係
各
課
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会
議
を
開

催
し
、庁
内
に
お
け
る
情
報
の
共

有
と
現
段
階
に
お
け
る
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
ま

▲総合計画審議会

　
昨
年
の
台
風
や
大
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
に
対
し
、県
内
外
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

を
配
分
し
て
い
ま
す
。

※

千
葉
県
、日
本
赤
十
字
社
、共

同
募
金
会
で
お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、そ
の
全
額
を
被
災
者

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
・
配
分
金
額
＝
別
表
の
と
お
り

▼
配
分
方
法
＝
申
請
に
基
づ
き
、

口
座
振
込
に
よ
り
配
分

▼
申
請
方
法
＝
社
会
福
祉
課
ま
た

は
郵
送

▼
必
要
書
類
＝
①
令
和
元
年
千
葉

県
災
害
義
援
金
申
請
書
、②
医
師

の
診
断
書
（
重
傷
を
負
わ
れ
た

方
）
、③
罹
災
証
明
書
（
住
家
被

害
が
あ
っ
た
方
）、④
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
、⑤
振
込
先
口
座

が
確
認
で
き
る
書
類

※

郵
送
で
申
請
す
る
方
は
、③
〜

⑤
は
写
し
で
も
可
。

※

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
注
意

・
振
込
に
関
す
る
通
知
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、通
帳
記
入
な
ど
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
今
後
、千
葉
県
災
害
義
援
金
配

分
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
追
加

配
分
が
あ
る
場
合
は
、支
給
決
定

後
の
被
害
区
分
に
応
じ
た
額
を
追

加
で
振
り
込
み
ま
す
。追
加
配
分

に
対
す
る
新
た
な
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

・
被
害
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

改
め
て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
・
問
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
０

　消防団は、本業を持ちな
がら、災害時には市民の安
全を守るなど地域に根ざし
て活動しています。
　これまで消防団長として
手腕を発揮された北田宏彦氏に代わり、４月
１日から、中野修氏（四天木乙）が新団長と
して就任されました。
　中野氏は、平成18年から副団長として団長
を補佐してきた経験を生かし、郷土愛護の精
神と強い責任感のもと、団本部をはじめ、各
分団の指揮に当たります。
問安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

　大網駅周辺や国道１２８号
沿道の市街化調整区域につい
て、地域の特性や実情に応じ
た土地利用を促進するため、
地区計画運用基準の一部を改
定しました。
　詳細は市ホームページをご
覧ください。
問都市整備課都市計画班
　☎０４７５（７０）０３６４

　保育施設は、仕事や病気等により、家庭で子どもの保育ができない保護者に代
わって保育を実施しています。
　４月からの入所が可能な認可保育施設および年齢は下表のとおりです。
　入所を希望する方は申請書および添付書類を提出してください。入所にあたっ
ては、保護者の就労等、家庭で保育できない理由が必要となります。
　なお、受入可能人数は目安であり、施設の状況やお子さんの発育状況等により
入所できない場合があります。
申・問子育て支援課保育班　☎０４７５（７０）０３４７

市  長　皆さんは区を母体に、高齢者
の買物送迎事業を始められたそうで
すが、活動を始めた経緯をお聞かせ
ください。
フレンドリー　少子高齢化が進む中で、
車が無かったり、足が不自由だった
りと買い物に不自由する方が増えて
きています。その結果、引っ越して
しまう人もいて、区の存続という点
からも、大きな課題となっていまし
た。地域の中でこうした課題を解決
していくために、何かできないかと
いうことで、４年前に、この買物送
迎事業を区の総会に提案しました。
　ちょうど区の廃品回収事業を財源
として実施していた、区内の防犯灯
のＬＥＤ化が終了しましたので、こ
の財源を引き続き、地域の課題を解
決するために使おうということで総
会で決議されました。
　人材はすべてボランティアです。
この地区は伝統的にボランティア活
動が盛んですし、また、いろんな職
業の人が住んでいて、自身のキャリ
アをこうした区内の活動に役立てて
いただいているんです。
市  長　様々な立場の人が、自分たち
の地域を守るべく、一丸となって活
動されているのは素晴らしいですね。
　活動や利用の状況はいかがですか。
フレンドリー　現在、送迎の車を週３
便運行していて、平均して２～３人
の利用があります。
　事業を支える運転手は、当初の６
人から12人に、買い物に付き添うサ
ポーターは３人から９人に増えまし
た。この事業の継続的な発展に、人
材は欠かせません。協力してくれる
人は、いずれ自分たちもこの事業を
利用することになるので、そのとき
に続いていてくれないと困るという
思いでがんばってくれています。

市  長　市の住民協働事業としても３
年間実施していただきました。
フレンドリー　こういう制度があるなら、
ということで利用させていただきました
が、基本的には、財政的に自立するとい
うスタンスでやっています。
　いろんな地域で共通する課題はたく
さんあると思うんです。そういうものに
地域が手を差し伸べられる方策があれ
ばいいと思います。私たちは自分たちに
できる範囲で、買物送迎に特化して行っ
ています。
市  長　財源が資源回収ということで、
環境面でもいい取り組みですね。
フレンドリー　本気になって集めれば、
紙でも鉄くずでも再生できるものはお宝
です。学校でも資源回収がありましたが、
自分で持って行けない人は取りに来て
もらうのがありがたいと言います。環境
整備という観点からも、自前でやるとい
うのは大事ですね。
市  長 　これから高齢化がますます進
んでいくと思います。地域やこの活動に
ついて、何か課題はありますか。
フレンドリー　昨年、大きな災害があり
ましたが、いざというとき、住民も立ち上
がって、助けられる人は助ける体制を作
ることも、大きな課題ですね。区独自に
名簿を作り、自力で避難できない人も
把握するようにしました。
　団体としてはやはり、後継者の問題が
あります。継続性を図るために、運転手
には「福祉有償運送運転者講習」を受
けていただいたり、「サポーターの心
得」を作成したりして、安心感や自信を
もって活動できるようにしています。新
陳代謝を繰り返しながら、少しでも後ろ
につなげていけるようにしたいです。
市　長　地域の皆さんにとって大切な
活動ですから、ぜひ続けていただき、次
の世代に引き渡してください。

▲中野  修氏

　
市
で
は
第
１
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
計
画
期
間
満

了
に
伴
い
、近
年
の
社
会
潮
流
や

本
市
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
、

第
１
期
計
画
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
や
更
な

る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推

進
会
議
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、「
第
２
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、「
す
べ
て
の
子
ど

も
が
主
役
！
地
域
で
支
え
　
未
来

へ
つ
な
ぐ
　
あ
ん
し
ん
子
育
て
　

大
網
白
里
市
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、「
子
ど
も
」

「
家
庭
」
「
地
域
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。
各
方
針
に
沿
っ
て
、
今

後
市
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
や
事
業
を
示
す
と
と
も
に
、教

育
・
保
育（
幼
稚
園
や
保
育
所
な

ど
）や
地
域
の
子
育
て
支
援
事
業

の
需
要
と
供
給
の
見
込
み
な
ど
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
保
育
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
７

▶
市
長
へ
計
画
策
定
の
報
告
を
す
る
子
ど

も・子
育
て
支
援
推
進
会
議
の
高
橋
委
員
長

市消防団新団長に

 中野 修氏が就任

　市では、市民や各種公益団体、事業者等、幅
広い分野に携わる多くの方 と々自由な意見交換
を行うことで「未来に向けてみんなでつくろう！　
住みたい・住み続けたいまち」に向けた今後の市
政運営への参考とするため、ふれあいミーティン
グを開催しています。
　16回目となる今回は、上谷新田区で高齢者を
対象に、買物送迎事業を行っている特定非営利
活動法人「買物送迎フレンドリー」の皆さんにお
話を伺いました。
※「買物送迎フレンドリー」以下「フレンドリー」

れ ミーティングミーティングいふ あ を開催

市長との
「市街化調整区域におけ
る土地利用方針及び地
区計画運用基準」を改定

４月からの保育施設の入所

当
初
予
算・今
後
の
財
政
運
営

総
合
計
画・総
合
戦
略

被
災
者
支
援

防
災
対
策

福
祉
に
関
す
る
相
談
窓
口

障
が
い
福
祉

高
齢
者
福
祉

公
共
交
通

デ
ジ
タ
ル
博
物
館

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

大
網
病
院

小
中
学
校
施
設
整
備
事
業

観
光
関
係

農
業
振
興

駅
周
辺
整
備

住
民
協
働
事
業

下
水
道
事
業

男
女
共
同
参
画

子
育
て
支
援

新
型
肺
炎
へ
の
対
応

千
葉
県
災
害
義
援
金
の

配
分
に
つ
い
て

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）を
策
定
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２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
、市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
市
長
か
ら
令
和
２
年
度
の
事
務
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、可
決
議
案
等
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
大
網
白
里
市
議
会

第
１
回
定
例
会
市
長
事
務
方
針


